
　
毎
年
実
施
し
て
い
る
福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
を
令
和
２
年
11
月
１
日（
日
）に
河
北

総
合
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
会
場
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
明
日
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
日
常
の
生
活
の

中
で
福
祉
に
つ
い
て
考
え
、「
優
し
さ
や
豊
か
な

心
を
育
む
」こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
夏
休
み
期
間
が
短
か
っ
た
も
の

の
、
小
・
中
学
校
あ
わ
せ
て
１
２
２
点
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

　
入
賞
作
品
は
、
６
、
７
ペ
ー
ジ
目
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
な
お
、
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
１
月
25
日
〜

31
日
ま
で
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
石
巻
あ
け
ぼ
の

店
１
階
フ
ー
ド
コ
ー
ト
脇
に
展
示
し
ま
す
。

第
74
号

●
福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者

●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

●
各
地
域
の
年
男
☆
年
女

●
各
種
受
賞
者
の
ご
紹
介

●
第
２
回
社
会
福
祉
大
会

●
福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

●
各
地
域
か
ら
の
お
知
ら
せ（
支
所
だ
よ
り
）

●
社
会
福
祉
法
人
の
紹
介

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
通
信

●
ひ
ろ
が
る
善
意
の
輪

●
宮
城
い
き
い
き
学
園
入
学
生
募
集
案
内

●
福
祉
協
力
員
の
紹
介（
追
加
分
）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
佳
き
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
も
と
に
、
業
務
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
年
早
々
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
人
と
人
の
接
触
が

制
限
さ
れ
る
中
、
皆
様
の
生
活
が
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
会
に
お
き
ま
し
て
も
イ
ベ
ン
ト
等
、

大
半
の
事
業
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
介
護
事
業
や
障
害

者
支
援
事
業
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
対
策
に
配
慮
し
な
が
ら
利
用
者
の
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
ほ
か
、
復
興
公
営
住
宅
入
居
者
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し

て
も
事
故
防
止
等
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
本
所
が
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
、
震
災
に
よ
り
非
可
住

地
区
と
な
り
ま
し
た
北
上
支
所
が
北
上
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
移
転
を
い
た
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
震
災
で
流
出
し
た
雄
勝
支
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
雄
勝
総
合
支
所
内
へ
本
年
三
月
に

移
転
す
る
予
定
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
三
月
に
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
十
年
を
経
過
し
ま
す
が
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
復

興
事
業
な
ど
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
社
会
の
進
行
と
相

ま
っ
て
地
域
の
結
び
付
き
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、「
人
と
人
が
支
え
合
い
・
助
け
合
う
」

と
い
う
、
ソ
フ
ト
面
で
の
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
が
大
変
重
要
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
引
き
続
き
町
内
会
や
区
長
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
を
は
じ
め
、

各
種
団
体
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
石
巻
市
と
共
に
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

各
種
事
業
の
取
り
組
み
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
十
分
留
意
を

し
な
が
ら
、
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た
活
動
を
視
野
に
、
役
員
並
び
に
職
員
一
同
、
市
民
の
福

祉
向
上
の
た
め
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
願
い
ま
す
と
共
に
、
本
年
が

本
市
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
取
り
ま
し
て
、
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 新

年
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人 

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
大
　
槻
　
英
　
夫

　
今
年
も
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
会
場
ま
で
自
転
車
に
乗
っ
て
行
き
、

元
気
に
参
加
し
た
い
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
趣
味
の
読
書
の

時
間
が
増
え
ま
し
た
。
今
年
は
年
間

百
冊
読
む
の
が
目
標
で
す
。

　
次
の
丑
年
ま
で
、
地
域
に
貢
献
出

来
る
よ
う
、
あ
せ
ら
ず
「
一
歩
一

歩
」
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
小
学
校
で
行
っ
て
い
る
牡
鹿
銀
鱗
太
鼓

と
、中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
全
校
で
踊
る

伝
統
の
侍
ソ
ー
ラ
ン
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
良
い
年
で
は

な
か
っ
た
け
ど
、
今
年
は
健
康
で
元

気
に
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
保
育
士
に
な
る
夢
を
実
現
す
る
た

め
、
勉
強
に
励
み
な
が
ら
笑
顔
あ
ふ

れ
る
１
年
に
し
た
い
で
す
。

　
周
囲
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
少

し
で
も
役
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

河
北
地
区

小
林
　
伸
幸
さ
ん

石
巻
地
区

三
浦
　
留
実
さ
ん

雄
勝
地
区

沼
田
　
翔
吾
さ
ん

河
南
地
区

相
澤
　
妙
子
さ
ん

桃
生
地
区

髙
橋
　
貴
子
さ
ん

北
上
地
区

佐
藤
富
士
夫
さ
ん

牡
鹿
地
区

名
和
　
銀
時
さ
ん

各
地
域
の

年
男
　
年
女

挑
戦
し
た
い
こ
と
は
？
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令
和
２
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

【
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

〇
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

・
金　
野　
日
出
春
（
石
巻
）

第
89
回

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

�

連
合
会
会
長
表
彰
】

〇
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員

・
秋　
月　
幸　
子
（
門
脇
）

・
田　
中　
憲　
夫
（
蛇
田
）

第
66
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会

【
宮
城
県
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰
】

〇
民
間
社
会
福
祉
団
体

・
牡
鹿
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
会

・
藤
間
流
わ
か
ふ
じ
会

〇
社
会
福
祉
事
業
篤
志
奉
仕
者

・
阿　
部　
ひ
ろ
子
（
石
巻
）

・
佐　
藤　
つ
や
子
（
住
吉
）

・
蟻　
坂　
　
　
隆
（
湊
）

・
武　
田　
美
也
子
（
蛇
田
）

・
堀　
川　
惠
美
子
（
釜
大
街
道
）

【
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

〇
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

・
佐　
藤　
由　
理
（
石
巻
）

・
菅　
原　
明　
江
（
石
巻
）

・
木　
村　
啓　
子
（
石
巻
）

・
阿　
部　
秀　
美
（
住
吉
）

・
菅　
原　
源　
一
（
住
吉
）

・
佐　
藤　
千
恵
子
（
住
吉
）

・
安　
倍　
和　
子
（
住
吉
）

・
木　
村　
浩　
征
（
門
脇
）

・
平　
塚　
や
い
子
（
門
脇
）

・
秋　
月　
幸　
子
（
門
脇
）

・
安　
部　
慶　
子
（
山
下
）

・
大　
和　
あ
ゆ
子
（
蛇
田
）

・
髙　
橋　
　
　
茂
（
渡
波
）

・
金　
子　
啓　
子
（
渡
波
）

・
菊　
地　
か
を
る
（
河
北
）

・
須　
藤　
晴　
男
（
河
北
）

・
阿　
部　
惠　
子
（
雄
勝
）

・
遠　
藤　
信　
子
（
牡
鹿
）

・
阿　
部　
貞　
子
（
牡
鹿
）

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

・
三　
浦　
枝
美
子
（
河
南
）

・
酒　
井　
未
喜
子
（
河
南
）

・
八
乙
女　
美
津
子
（
河
南
）

・
増　
子　
邦　
子
（
河
南
）

・
佐
々
木　
み
ね
子
（
河
南
）

【
宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
】

〇
奉
仕
功
労
者(

表
彰)

・
三　
浦　
　
　
豊
（
稲
井
）

・
井　
上　
誼　
一
（
釜
大
街
道
）

・
中　
鉢　
正　
良
（
渡
波
）

・
阿　
部　
　
　
勝
（
渡
波
）

・
丹　
野　
恵　
子
（
渡
波
）

〇
奉
仕
功
労
者(

感
謝
状)

・
狩　
野　
　
　
琢
（
河
北
）

・
髙　
橋　
正　
夫
（
河
北
）

・
山　
内　
　
　
実
（
河
北
）

・
松　
原　
正　
幸
（
河
北
）

・
永　
沼　
克　
郎
（
河
北
）

・
阿　
部　
幸　
治
（
河
北
）

・
葛　
原　
芳
四
郎
（
河
北
）

・
相　
澤　
清　
也
（
河
北
）

・
永　
沼　
信　
良
（
雄
勝
）

・
永　
沼　
　
　
勝
（
雄
勝
）

・
吉　
田　
東　
平
（
河
南
）

・
林
野
下　
建　
一
（
河
南
）

・
西
大
條　
統　
生
（
河
南
）

・
澁　
谷　
　
　
誠
（
河
南
）

・
笹　
野　
吉　
夫
（
河
南
）

・
小
野
寺　
敏　
雄
（
河
南
）

・
渡　
邊　
俊　
一
（
河
南
）

・
佐　
藤　
幸　
一
（
河
南
）

・
名
久
井　
正　
一
（
河
南
）

・
後　
藤　
初　
男
（
桃
生
）

・
荒　
川　
慶　
治
（
桃
生
）

・
伊　
藤　
克　
司
（
桃
生
）

・
鈴　
木　
正　
男
（
桃
生
）

・
吉　
田　
日
出
夫
（
桃
生
）

・
山　
内　
一　
郎
（
桃
生
）

・
佐
々
木　
　
　
弘
（
桃
生
）

・
髙　
橋　
善　
美
（
桃
生
）

・
佐
々
木　
克　
信
（
桃
生
）

・
千　
葉　
宏　
一
（
北
上
）

・
武　
田　
敏　
雄
（
北
上
）

・
大　
内　
賢
一
郎
（
北
上
）

・
阿　
部　
　
　
滋
（
北
上
）

・
武　
山　
年　
男
（
北
上
）

・
松　
川　
繁　
一
（
牡
鹿
）

・
水　
越　
研　
二
（
牡
鹿
）

・
大　
宮　
喜
美
雄
（
牡
鹿
）

・
高　
橋　
敏　
一
（
牡
鹿
）

【
宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
協
議
会
会
長
表
彰
】

〇
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員

・
浮　
津　
た
き
子
（
住
吉
）

・
千　
葉　
か
ほ
る
（
住
吉
）

・
引　
地　
よ
り
子
（
住
吉
）

・
加　
藤　
純　
子
（
湊
）

・
二　
瓶　
巳
津
子
（
渡
波
）

・
渋　
谷　
敏　
子
（
河
南
）

令
和
２
年
度

石
巻
市
市
政
功
労
表
彰
式

【
市
政
功
労
表
彰
】

〇
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体

・
読
み
聞
か
せ
「
は
な
ま
る
さ
ん
」

・
読
み
聞
か
せ
「
お
か
あ
さ
ん
」

・
あ
じ
わ
い
会

・
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
「
お
話
び
っ
く
り
箱
」

・
チ
ッ
プ
と
デ
ィ
ル

・
ピ
ー
チ
ダ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ

・
渡
波
手
話
勉
強
会

・
二
俣
舞
踊
愛
好
会

・
河
北
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
会

○
民
生
委
員
児
童
委
員

・
秋　
月　
幸　
子
（
門
脇
）

・
田　
中　
憲　
夫
（
蛇
田
）

　永年にわたり社会福祉の発展に寄与され、功績のあった市内の方々が表彰されました。
　受賞者のみなさまは下記のとおりです。この度の受賞、誠におめでとうございます。今年度は、
新型コロナウイルスの影響で、大会の中止や規模を縮小しての開催となりました。　� ※敬称略

受賞おめでとうございます

代表受領の様子
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・
鈴
　
木
　
る
み
子
（
蛇
田
）

・
亀
　
山
　
明
　
子
（
荻
浜
）

・
安
　
倍
　
清
　
義
（
渡
波
）

・
金
　
星
　
み
は
る
（
渡
波
）

・
清
　
水
　
ま
さ
子
（
渡
波
）

・
阿
　
部
　
充
　
子
（
渡
波
）

・
武
　
田
　
恵
　
子
（
渡
波
）

・
阿
　
部
　
勝
　
子
（
渡
波
）

・
阿
　
部
　
幸
　
子
（
渡
波
）

・
斎
　
藤
　
妙
　
子
（
渡
波
）

・
七
木
田
　
　
　
薫
（
釜
大
街
道
）

・
大
　
野
　
　
　
武
（
釜
大
街
道
）

・
渡
　
部
　
敬
　
義
（
釜
大
街
道
）

・
宇
都
宮
　
智
惠
子
（
釜
大
街
道
）

・
菅
　
原
　
伸
　
郎
（
釜
大
街
道
）

・
武
　
山
　
芳
　
政
（
河
北
）

・
大
　
浪
　
　
　
茂
（
河
北
）

・
永
　
沼
　
秀
　
和
（
雄
勝
）

・
阿
　
部
　
幸
　
平
（
雄
勝
）

・
阿
　
部
　
留
　
晴
（
雄
勝
）

・
蜂
　
谷
　
　
　
勲
（
河
南
）

・
木
　
村
　
政
　
美
（
河
南
）

・
遠
　
藤
　
篤
　
行
（
河
南
）

・
今
　
野
　
健
　
一
（
桃
生
）

・
小
　
指
　
　
　
清
（
北
上
）

・
奥
　
海
　
　
　
聖
（
牡
鹿
）

・
阿
　
部
　
豊
　
道
（
牡
鹿
）

〇
篤
志
寄
附
者
・
団
体

・
濟
　
渡
　
富
　
子
（
住
吉
）

・
川
　
元
　
　
　
豊
（
釜
大
街
道
）

・
菊
地
　
サ
ム
エ
ル
（
千
葉
県
）

・
金
蔵
寺

・
公
益
財
団
法
人�

オ
リ
ッ
ク
ス
財
団

・
株
式
会
社
コ
ー
ベ
ヤ

・
神
州
一
味
噌
株
式
会
社

【
感
謝
状
】

〇
社
会
福
祉
協
議
会
功
労
者

・
齋
　
藤
　
洋
　
一
（
河
南
）

・
秋
　
山
　
喜
　
弘
（
雄
勝
）

・
鈴
　
木
　
　
　
学
（
北
上
）

・
境
　
　
　
政
　
幸
（
石
巻
）

・
神
　
室
　
清
　
孝
（
山
下
）

・
加
　
藤
　
賢
　
宗
（
桃
生
）

・
林
　
　
　
久
　
善
（
石
巻
）

・
大
　
内
　
　
　
勲
（
門
脇
）

・
蟻
　
坂
　
　
　
隆
（
湊
）

・
甲
　
谷
　
泰
　
成
（
荻
浜
）

・
阿
　
部
　
武
　
治
（
釜
大
街
道
）

・
櫻
　
井
　
美
　
子
（
河
北
）

・
菅
　
原
　
よ
し
ゑ
（
河
南
）

・
須
　
田
　
正
　
美
（
桃
生
）

・
菊
　
地
　
き
い
こ
（
蛇
田
）

・
中
　
村
　
勝
　
雄
（
渡
波
）

・
内
　
海
　
正
　
博
（
渡
波
）

・
阿
　
部
　
喜
　
治
（
北
上
）

・
木
　
村
　
百
合
子
（
蛇
田
）

・
武
　
山
　
　
　
萬
（
河
北
）

・
馬
　
場
　
利
一
郎
（
河
北
）

・（
故
）
阿
　
部
　
み
ち
子
（
牡
鹿
）

〇
篤
志
寄
附
者
・
団
体

・
小
松
信
雄
・
行
子
（
住
吉
）

・
神
　
室
　
清
　
孝
（
山
下
）

・
小
　
林
　
洋
　
子
（
蛇
田
）

・
阿
　
部
　
千
恵
子
（
稲
井
）

・
山
　
内
　
邦
　
子
（
河
北
）

・
加
　
藤
　
花
　
子
（
河
北
）

・
鈴
　
木
　
捷
　
衛
（
河
北
）

・
佐
々
木
　
　
　
茂
（
河
北
）

・
遠
　
藤
　
や
す
子
（
河
北
）

・
梶
　
田
　
千
賀
雄
（
河
北
）

・
木
　
下
　
　
　
栄
（
河
北
）

・
菅
　
原
　
千
代
志
（
河
南
）

・
モ
ガ
ー
ル
和
子
、
中
野
登
志
子
（
カ
ナ
ダ
）

・
秋
　
本
　
　
　
馨
（
千
葉
県
）

・
谷
　
　
　
麻
津
子
（
福
岡
県
）

・
瑞
　
穂
　
あ
け
み
（
河
北
）

・
瀧
　
嵜
　
　
　
博
（
千
葉
県
）

・
黒
沼
宏
子
、
橋
本
千
恵
子
（
千
葉
県
）

・
藤
　
島
　
陽
　
子
（
大
阪
府
）

・
ク
ワ
ナ
歌
謡
ス
ク
ー
ル

・
秋
葉
艶
歌
歌
謡
教
室

・
天
台
宗
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

・
３
・
11
東
日
本
大
震
災
追
悼

�

キ
ャ
ン
ド
ル
街
頭
募
金
in
清
瀬

・
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
南
三
陸
支
部

・
北
上
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
有
志

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
東
北

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
宮
城
社
会
貢
献
推
進
会
議

・
音
楽
ラ
ン
ド
ピ
ュ
ア
ハ
ー
ト

・
石
巻
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
小
さ
な
ダ
ル
マ
応
援
団

・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
石
巻

・
仙
建
工
業
株
式
会
社

・
公
益
社
団
法
人
３
・
11
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト

・
北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

・
流
山
ト
ン
ト
ン
ラ
ン
ド

・
株
式
会
社
石
巻
岡
埜
榮
泉

〇
事
業
協
力
者
・
団
体

・
矢
　
澤
　
　
　
昭
（
湊
）

・
西
　
條
　
義
　
幸
（
桃
生
）

・
佐
　
藤
　
憲
　
雄
（
桃
生
）

・
市
　
川
　
一
　
宏
（
東
京
都
）

・
鈴
　
木
　
　
　
亨
（
東
京
都
）

・
株
式
会
社
喜
榮

・
み
ど
り
園
後
援
会

記
念
講
演

【
テ
ー
マ
】

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
あ
り
方

～
新
た
な
社
協
の
役
割
～
」

〈
講
　
師
〉
市
　川
　一
　宏 

氏

（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
教
授
）
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【
表
彰
状
】

〇
社
会
福
祉
協
議
会
功
労
者

・
阿
　
部
　
勝
　
治
（
桃
生
）

・
千
　
田
　
豊
　
穂
（
河
北
）

・
阿
　
部
　
光
　
彦
（
釜
大
街
道
）

・
加
　
藤
　
登
美
子
（
釜
大
街
道
）

・
木
　
村
　
寅
　
吉
（
稲
井
）

・
安
　
原
　
悦
　
子
（
石
巻
）

〇
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

・
境
　
　
　
政
　
幸
（
石
巻
）

・
菅
　
原
　
明
　
江
（
石
巻
）

・
木
　
村
　
啓
　
子
（
石
巻
）

・
佐
　
藤
　
由
　
理
（
石
巻
）

・
髙
　
橋
　
博
　
子
（
石
巻
）

・
阿
　
部
　
ひ
ろ
子
（
石
巻
）

・
菊
　
地
　
ふ
ぢ
子
（
石
巻
）

・
林
　
　
　
光
次
郎
（
石
巻
）

・
金
　
野
　
日
出
春
（
石
巻
）

・
菅
　
原
　
源
　
一
（
住
吉
）

・
佐
　
藤
　
千
恵
子
（
住
吉
）

・
安
　
倍
　
和
　
子
（
住
吉
）

・
鈴
　
木
　
美
也
子
（
住
吉
）

・
阿
　
部
　
秀
　
美
（
住
吉
）

・
日
　
野
　
雅
　
晴
（
住
吉
）

・
佐
　
藤
　
つ
や
子
（
住
吉
）

・
林
　
　
　
久
　
善
（
住
吉
）

・
秋
　
月
　
幸
　
子
（
門
脇
）

・
木
　
村
　
浩
　
征
（
門
脇
）

・
平
　
塚
　
や
い
子
（
門
脇
）

・
堀
　
川
　
惠
美
子
（
釜
大
街
道
）

・
蟻
　
坂
　
　
　
隆
（
湊
）

・
山
　
口
　
千
賀
子
（
湊
）

・
安
　
部
　
慶
　
子
（
山
下
）

・
田
　
中
　
憲
　
夫
（
蛇
田
）

・
大
　
和
　
あ
ゆ
子
（
蛇
田
）

・
武
　
田
　
美
也
子
（
蛇
田
）

・
石
母
田
　
裕
　
美
（
蛇
田
）

・
山
　
田
　
清
　
隆
（
蛇
田
）

・
髙
　
橋
　
　
　
茂
（
渡
波
）

・
金
　
子
　
啓
　
子
（
渡
波
）

・
千
　
葉
　
八
千
代
（
渡
波
）

・
須
　
藤
　
晴
　
男
（
河
北
）

・
菊
　
地
　
か
を
る
（
河
北
）

・
櫻
　
井
　
美
　
子
（
河
北
）

・
阿
　
部
　
惠
　
子
（
雄
勝
）

・
阿
　
部
　
和
　
子
（
雄
勝
）

・
菊
　
地
　
千
代
子
（
雄
勝
）

・
畑
　
山
　
貫
　
梁
（
雄
勝
）

・
佐
　
藤
　
加
代
子
（
桃
生
）

・
阿
　
部
　
貞
　
子
（
牡
鹿
）

・
遠
　
藤
　
信
　
子
（
牡
鹿
）

　〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体

・
石
巻
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

・
石
巻
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

・
蛇
田
手
話
サ
ー
ク
ル

・
足
も
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト

・
エ
ン
ジ
ョ
イ
ダ
ン
ベ
ル
か
ほ
く

・
竹
扇
会

・
雄
勝
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

・
お
月
と
お
星
の
会

・
鮎
川
婦
人
会

・
牡
鹿
ダ
ン
ベ
ル
会

〇
社
会
福
祉
活
動
協
力
功
労
者

・
高
　
橋
　
靜
　
子
（
石
巻
）

・
三
　
宅
　
葉
　
子
（
石
巻
）

・
佐
　
藤
　
邦
　
夫
（
石
巻
）

・
小
　
川
　
貞
　
子
（
石
巻
）

・
木
　
村
　
順
　
子
（
石
巻
）

・
阿
　
部
　
貴
志
子
（
石
巻
）

・
岩
　
渕
　
万
里
子
（
石
巻
）

・
太
　
田
　
み
さ
子
（
石
巻
）

・
阿
　
部
　
福
　
子
（
石
巻
）

・
小
　
松
　
勝
　
徳
（
住
吉
）

・
石
　
上
　
道
　
子
（
住
吉
）

・
三
　
浦
　
恵
　
子
（
住
吉
）

・
及
　
川
　
智
　
子
（
住
吉
）

・
夛
　
田
　
廸
　
生
（
住
吉
）

・
相
　
澤
　
て
つ
子
（
住
吉
）

・
蓜
　
島
　
洋
　
子
（
住
吉
）

・
阿
　
部
　
俊
　
弥
（
住
吉
）

・
木
　
村
　
　
　
勝
（
住
吉
）

・
髙
　
橋
　
一
　
惠
（
住
吉
）

・
庄
　
子
　
玲
　
子
（
住
吉
）

・
佐
　
藤
　
千
代
子
（
住
吉
）

・
日
　
野
　
和
　
子
（
門
脇
）

・
西
　
條
　
京
　
子
（
門
脇
）

・
佐
々
木
　
三
亜
子
（
門
脇
）

・
大
　
森
　
サ
ダ
ヨ
（
山
下
）

・
阿
　
部
　
よ
し
子
（
山
下
）

・
熱
　
海
　
く
み
子
（
山
下
）

・
佐
々
木
　
敏
　
子
（
山
下
）

・
鈴
　
木
　
勝
　
子
（
山
下
）

・
今
　
野
　
泰
　
子
（
蛇
田
）

・
雁
　
部
　
ユ
ウ
コ
（
蛇
田
）

・
小
　
川
　
よ
し
子
（
蛇
田
）

・
落
　
合
　
寛
　
孝
（
蛇
田
）

・
青
　
木
　
富
　
也
（
蛇
田
）

　
令
和
２
年
11
月
１
日（
日
）、
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
会

場
に
第
２
回
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
規
模
を
縮
小

し
て
の
開
催
と
し
、
永
年
に
わ
た
り
石
巻
市
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
下
記
の
方
々
に
、
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
向
け
、
本
会
の
事
業
運
営
に
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

※
敬
称
略

第
２
回
社
会
福
祉
大
会
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令和２年度福祉作品コンクール
青
葉
中
学
校
１
年
　
阿あ

部べ

　璃り

乙お

那な

湊
中
学
校
１
年
　
鈴す

ず
木き

　さ
え

青
葉
中
学
校
１
年
　
赤あ

か
坂さ

か

　せ
り
な

ポスター
（中学校の部）

標語の部

～たくさんのご応募ありがとうございました～

賞 作　　　　　品 学校名 学年 氏　名

最優秀賞 はいどうぞ　小さな手でも　つえがわり 中津山第二小学校 ４ 阿
あ べ

部　優
ゆう

亜
あ

市 長 賞 何だろう　気づく心が　社会のきずな 石巻小学校 ５ 鈴
すず

木
き

　碧
あお

羽
ば

優 秀 賞 思いやる　心でつくる　コミュニティー 石巻小学校 ５ 山
やました

下　佑
ゆう

稀
き

〃 気付いたら　声かけ動こう　自分から 鹿妻小学校 ５ 田
た

中
なか

　伶
れい

奈
な

〃 思いやり　人によりそう　気持ちから 湊小学校 ４ 阿
あ べ

部　優
ゆう

希
き

佳　　作 ささえあい　みんなのくらしが　しあわせに 中津山第二小学校 ３ 主
しゅ

藤
とう

　陽
はる

斗
と

〃 やさしい言葉　心に伝わる　ささえあいの輪 山下小学校 ５ 阿
あ べ

部　蒼
そ ら

空

〃 ささえあい　みんなで救おう　一つの命 開北小学校 ６ 黒
くろ

須
す

　　蓮
れん

〃 やさしさを　シェアして広げる　福しの輪 石巻小学校 ５ 内
うつみ

海菜
な な

々香
か

〃 支え合い　心でつながる　明るい社会 北上小学校 ６ 村
むら

上
かみ

　紗
さ

彩
あや

市
長
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

いしのまき社協だより 7

令和２年度福祉作品コンクール
ポスター
（小学校の部）

優秀賞

佳　作

須
江
小
学
校
5
年
　
吉よ

し
野の

　日ひ

依よ
り

石
巻
小
学
校
4
年
　
山や

ま
ぐ
ち口

　真ま

り

か
里
佳

広渕小学校 5年　芳
は

賀
が

　永
はる

彩
あ

山下小学校 2年　勝
かつまた

又　心
う

麗
らら

前谷地小学校 4年　菊
きくち

地　そら

広渕小学校 3年　澁
しぶや

谷　七
なな

聖
せ

鹿又小学校 4年　佐
さとう

藤　海
み う

羽

和渕小学校 3年　庄
しょうじ

子　心
ここ

愛
な

石巻小学校 3年　福
ふくはら

原　菜
な な こ

々子

前谷地小学校 1年　佐
さ さ き

々木　陽
ひ ま り

茉里

～たくさんのご応募ありがとうございました～
市
長
賞

最
優
秀
賞

※入賞作品については石巻市社協HPでもご覧になることができます。
　　　　URL:http://www.ishinomaki-shakyo.or.jp/

※敬称略
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キャプション

　10月16日（金）、桃生地域福祉センターを会場に「桃生
地区サロン活動情報交換会」を開催し、サロン実践者12
団体の方々と関係者を合わせ29名が参加しました。
　サロン会の方々より「集まりたいけど、コロナ禍で、他
のサロンはどう活動しているの？対策は・・・」との声が
多く寄せられていたことから、事前アンケートを行い、そ
の結果報告と市内他地区サロン活動の状況の共有、また桃
生総合支所保健師・栄養士、ものう地域包括支援センター
職員の方に情報提供をしていただきました。
　今回は、情報の共有をメインとし、意見交換は行いませ
んでしたが、その時々の状況に合わせた取り組みを今後も
行っていきたいと思います。

　毎月第２金曜日に河北地区民生委員児童委員協
議会の定例会が行われています。今年度に入ってから、コロナ
ウイルスにより定例会が中止になったり、訪問活動を自粛せざ
るを得ない状況になったりと、民生委員・児童委員の活動に大
きな支障をきたしております。
　10月、11月の定例会では、コロナ禍での訪問活動についてそ
れぞれの疑問や悩みなどを共有し、ひとり暮らしで不安を抱え
る方や生活困窮など、さまざまな問題を抱える方に対してどの
ような支援ができるかを全員で一生懸命考えた結果、一つの事
業として留守の方や日中独居の方へ、お手
紙を配布することとなりました。
　“少しでも孤独感の解消になれば”、との
委員さんの温かい想いがこもった一枚がで
きあがりました。

サロン活動
　  情報交換会開催

地域のみなさんの
　　ために奮闘中！！

　10月15日（木）、
16日（金）、河南老
人福祉センターを
会場に「いきいき
交流会」を開催し、
のべ60名のみなさ
んが参加しました。
　今回は市役所介護保険課から講師をお招きし、「いきいき
百歳体操」を指導していただきました。この体操は手や足
に重りを付けて行うもので「体操したら暑くなった！」、「元
気でいたいから頑張る」と熱心に取り組んでいました。

　また、「王様じゃん
けんゲーム」や「北国
の春」の曲に合わせた
体操など、午前のみの
開催でしたが、新型コ
ロナウイルス感染予防
の対策をとりながら、
参加者同士交流を深
め、笑顔いっぱいの一
日となりました。

いきいき交流会開催！

　11月７日（土）、住吉地区老人クラブ「水押ふれあい会」
から御要望をいただき、水押集会所を会場に、社協出前講
座を開催しました。
　当日は、「高齢者の食事について」と題し、石巻市社協
のホームヘルパーが講師を務め、介護食の工夫のしかたや
免疫力を上げる食べ物の話、食べる際の姿勢の重要性など
すぐに実践できるような内容の講話を行いました。
　コロナウイルス感染予防対策として、マスク着用、アル
コール消毒を徹底しての開催となりましたが、参加者から
は「参加して良かった。すぐにでもやってみたい。」など
の声が聞かれました。

コロナウイルスに
負けない食事と
免疫力をつくろう！

　11月11日（水）、北上保健医療センター「ひまわり」を会場に、
絵手紙教室を開催しました。日本郵便のみなさまの協力をいただき、
35名で楽しい時間を共有できました。
　参加者は、コロナ禍で会えない方や遠くにいる家族、大切な方へ、

　11月26日（木）、北上ボランティア友の会のみなさん
による見守り訪問活動を行いました。
　今年はコロナ禍の中で、ふれあい弁当配達サービス
を利用している方々に、手づくりお弁当を届けることが

　東日本大震災の被害により事務所が流失した雄勝支所ですが、震災から約10
年の間、特別養護老人ホーム雄心苑敷地内に設置されたプレハブ事務所を経て、
現事務所での業務を行ってきました。石巻市並びに社会福祉法人旭壽会、その他

　　　　　　11月16日（月）、牡鹿保健福祉センター清優館を会
場に、牡鹿地区サロン交流会を開催しました。
　当日は、地域で活動するサロン及びボランティア団体の代表者、
支援者などの関係機関を含めた23名が参加し、「活動時における
感染症予防対策について」と題し、牡鹿地域包括支援センター鈴
木所長による講話、その後、３グループに分かれての意見交換を
行いました。意見交換の際には、コロナ禍における活動時の工夫
などについて意見が活発に交わされ、新しい生活様式に合わせた
活動の在り方について見識を新たにするなど、有意義な時間とな
りました。

健康教室「絵手紙を書こう」

雄勝支所の事務所が移転します

牡鹿地区サロン
　　　交流会開催

北上ボランティア友の会
「見守り訪問活動」

　なお、このほ
かにも様々なメ
ニューで出前講
座を開催してい
ります。お近く
の石巻市社協窓
口まで、お気軽
に問い合わせく
ださい。

社協出前講座開催

渾身の想いを込
めて書いていま
した。
　初めての方も
いましたが、み
なさん見事な出
来栄えで「とて
も楽しかった。」
との声も多く聞
かれ、有意義な
教室となりまし
た。

いたします。
　移転後の事務所所在地及び業務開始時期等につきましては、
次号の社協だよりにてお知らせいたしますが、移転後も地域住
民のみなさまに寄り添った身近な存在として、地域福祉向上に
取り組んで参ります。

関係機関、そして住民のみなさ
まのご理解・ご厚意に感謝申し
上げます。
　そして、今年の３月に予定さ
れている雄勝総合支所の移転に
合わせ、雄勝支所事務所も移転

気持ちを
　 込めて

移転先からの風景で
す

新たな総合支所も
　　もうすぐ完成です

コロナ禍での活動に役立てます

重りを付けて
　　ゆっくりあげて！

「食べ物は飲み込みやすい
　 大きさを意識してますか？」

感染予防のガイドライ
ンに沿って

できない代わ
りに「クリス
マスカード」
を作り、プレ
ゼントを添え
てお届けしま
した。
　利用者さん
は、久しぶり
の再会に大喜
びでした。

お元気でね♪

マスク・消毒・距離を保って！

　

お手紙（チラシ
）

サンプル一例

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
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（１）グループホーム訪問・招待交
流

（2）小学校訪問交流
（3）保育の現場のICT化で、
　　 保育者の負担を軽減し、保育の質の向上を目指す

天然芝のグラウンド
年長児

中瀬公園へ遠足

　平成28年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的な取組（社会貢献事
業）」の実施が法人の責務として位置づけられました。この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要
となります。
　（１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」であること
　（２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスであること
　（３）無料または低額な料金で提供されること
　具体例としては、	 ・夏祭り等、イベントの開催による住民間のつながりの再構築
	 ・働き手が少ない商店街との連携による就労支援
	 ・公共交通機関がない地域での移動支援や買い物送迎支援
	 ・災害支援ネットワークによる避難所支援
	 ・刑余者の自立支援に向けた自立準備ホームの登録　　　　などが挙げられます。
　石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取り組んでいるのか、順
番にご紹介していきたいと思います。今号では「社会福祉法人石巻ひまわり会」さんをご紹介します。

社会福祉法人 石巻ひまわり会
■法人所在地　石巻市住吉町二丁目５番26号
■電 話 番 号　０２２５－９５－３５５３
■ウェブサイト　https://himawari-0225953553.jp/

■設立年月日　平成27年１月23日
■事　　　　業　保育所
■施設・事業所　ひまわり保育園

　紙面上ではお伝えしきれなかった情報につきましては、インタビュー形式で本会ウェブサイトにて
詳しくお伝えしております。ぜひ、ご覧ください。

【お詫びと訂正】
　第73号でご紹介しました社会福祉法人石巻祥心会様の施設・事業所名に誤りがありました。関係者の方々にご迷惑
をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。正しくは次のとおりです。
　（正）工房う・ら・ら　　（誤）工房く・ら・ら

■社会貢献事業

　保育施設における乳幼児のお昼寝中における突然死
（SIDS）は、細心の注意を払う必要があり、当園では、
布団の下に設置するだけで体に接触することなく、睡眠
中の呼吸、体の動きを感知し、異常があればリアルタイ
ムで保育者のタブレットにアラートが発信されるセンサ
ーマットを導入しています。その他にも定められた時間
で呼吸等を確認し、一人ひとりに対して行き届いた保育
に努めています。また、ご家庭への連絡帳も、手書きか
らスマホに変更し、お子さんのその日の様子をメールに
写真を添付してお知らせしております。

　隣接するグループホームへ園児が訪問したり、
保育園の夏祭りでは入居者を招待したりして、
交流を行っています。お遊戯を披露することで、
入居者のみなさんに喜んでいただいています。
今年度はコロナ禍により、一度も交流ができて
いませんが、収束して交流が再開できることを
楽しみにしています。

　隣接する住吉小学校から学芸会等への招待を
受け、園児が児童との交流を行っています。子
ども同士の交流活動によって、児童が園児に対
して、思いやりの心を育んだり、自分の成長に
気づいたりする機会にもなっているようです。
園児にとっても、お兄ちゃんやお姉ちゃんとの
交流で成長する機会が作れています。また、住
吉小学校とは、災害時には避難先としての連携
も図っています。

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介
第
２
回
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※新型コロナウイルスの影響により、開催が中止になる場合があります。

【お問い合わせ・申込み先】　ボランティアセンター  ☎96−5290

第３回「レクリエーション講座」

「アルミホイルアート講座」 「第２回レクリエーション講座」

各種講座の開催案内

各種講座の開催報告

地域のサロンやお茶会、施設などで活用できる体操を学んでみませんか？
内　　容：「レクを楽しんで、地域の皆さまの健康づくり」
講　　師：ＵＥＫＩ・レクリエーション協会会長　上野祥子氏
　　　　　（熊本県レクリエーション協会副会長）
開催日時：２月６日（土）　９時30分～11時30分
会　　場：石巻市社協復興支援課（湊町一丁目１－９）
対 象 者：地域サロン実践者及びレクリエーションに関心をお持ちの方
持 ち 物：筆記用具、上靴、タオル、お茶など（水分補給用）
定　　員：20名　　参 加 費：無料　　申込締切：１月29日（金）

11月28日(土)開催

　石巻市社協では、近年自然災害が多くなっていることを踏まえて、市内はもと
より、市外、県外の災害に備え、万が一災害が起こったときに迅速かつ効果的に
救援活動が行えるよう、事前の災害ボランティア登録制度を実施しています。

　本田太吉さんを講師にお招きし、アルミホイ
ルを使用した恐竜の作り方を学びました。
　参加者からは、「身近にあるものを使用して
素敵な作品ができると思わず感動しました」、
「今度は虫を作ってみたい」などの声をいただ
きました。

　宮城県レクリエーション協会事務局長、山内直子
氏をお招きし、コロナ禍でもできるレクを教えてい
ただきました。
　参加者からは「手軽に簡単に楽しめ、動きが多く、
とても分かりやすかった」、「運動不足解消と脳トレ
ができて良かった」などの声をいただきました。

12月5日(土)開催

災害ボランティアの登録者を募集しています！！
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編 集 後 記

【対　　象】　県内居住の概ね60歳以上の方
【場　　所】　①仙南校　②大崎校　③石巻校
　　　　　　④気仙沼・本吉校　　⑤登米・栗原校

【募集人員】　各校40人　【学習日】年間21日（２学年制）
【内　　容】　�いきがいと健康づくりを目指し、地域社会

に貢献できる人材として、必要な内容を身
につけます。

【募集期間】　令和２年12月１日（火）～
令和３年２月28日（日） 消印有効

【入 学 金】　5,000円　　【受 講 料】年間20,000円
【申 込 書】　・高齢者福祉担当課　・生涯学習担当課
　　　　　　・各市町村社会福祉協議会
　　　　　　・宮城県社会福祉協議会ホームページ
　　　　　　　［http://www.miyagi-sfk.net/］

【お問い合わせ】
　宮城県社会福祉協議会
　いきがい健康課　 ☎０２２－２２５－８４７７

宮城いきいき学園
令和３年４月 入学生募集

　サロン等、人が集まる場所では、安心・安全に活動で
きるように、一人一人が感染予防に取り組みましょう！！

新型コロナウイルス
感染予防対策

　あけましておめでとうございます。丑年は、「我慢」や「芽
が出る」年になるそうです。
　昨年はいろんなことを我慢したので、今年はたくさん良い
ことがありますように！！� （あ）

石巻市社会福祉協議会　各支所　お問い合わせ先

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
２
年
10
月
１
日
～

令
和
２
年
11
月
30
日
ま
で
の
受
付
分
※敬称略

●
石
巻
支
所

・
宮
城
エ
キ
ス
プ
レ
ス
㈱

・
安
部
吉
男

・
小
松
信
雄
、
行
子

・
菊
地
美
和

・
渡
波
中
学
校
昭
和
28
年
度
卒
業
生

「
ふ
た
ば
会
」
一
同

・
牡
鹿
半
島
を
支
援
す
る
会

・
水
明
町
内
会

●
河
北
支
所

・
匿
名
２
件

●
河
南
支
所

・
匿
名
２
件

●
桃
生
支
所

・
匿
名
１
件

●
み
ど
り
園

・
匿
名
１
件

　みなさまからお寄せいただきました寄附金、寄附物品
につきましては、サロン助成等や各種地域福祉事業に活
用させていただいております。
　ご寄附につきましては随時受け付けておりますので、
みなさまからのあたたかいご支援をよろしくお願いいた
します。

総 務 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

在 宅 福 祉 課 〒986-0025  石巻市湊町一丁目1−9
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613

復 興 支 援 課 〒986-0025  石巻市湊町一丁目1−9
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1332  石巻市雄勝町小島字和田18−13
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

福祉協力員のご紹介（追加分）　※敬称略

■ 蛇田地区　神山　庄一（あゆみ野第一）
■ 蛇田地区　草島　真人（あゆみ野第一）
■ 蛇田地区　山内都茂子（あゆみ野第一）
■ 蛇田地区　星　美佐枝（あゆみ野第一）
■ 蛇田地区　及川　栄子（あゆみ野第一）�

水明町内会様より寄贈
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